特別講演 by 滝沢,延次郎
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演講周。特
(座長:鈴木次郎教授〉
病理学から見た癌の悪性度について
千葉大病理学滝沢延次郎
癌は悪性腫療であるがその悪性度に程度の差のあるこ
とは従来知られており，またそれについての分類も従来
いわれているがそれについて演者がかつて癌研究所にい
た時に観察した根治手術例とさらに千葉大学に来てから
の外科における根治手術例とが病理組織学的に同じ性格
を持っていることに示唆を得て，さらに近年剖検による
癌転移の有無，程度による癌原発巣の特有の所見を基と
して癌の悪性度をその浸潤型式の差により 3段階に区別
しうることを知った。またそれに対する形態的発生に関
しでも癌の基質(支持組織)に特有の差違のあることを
知った。
演者はこの原発巣の病理組織学的所見を癌転移の組織
化学的発生機序解明の手掛りとするとともに癌の予後判
定にこの研究を役立たせたいと念願する次第である。
(座長:川名正義博士〉
医療事故について
弁護士高田利広
わたくしに命ぜられた演題内容が「不作為医療事故を
中心として」ということであります。正直にいってとく
に不作為と冠せられたことおよびそれを中心にして話を
せよということがよくわからないのであります。不作為
は作為に対するものでそれらを含めて行為というのが普
通であり，事故といいますと，まず過失による場合をい
い，それは注意義務を中心にして展開されるのです。最
近，厳密には注意義務と作為義務とは区別して考えるべ
きであるとされつつありますが，従来区別されえなかっ
たほどであります。事故という場合，行為は不作為であ
るのがむしろ普通であり，不作為は作為義務違反にして
はじめて法律上の責任が問題になるのであります。為す
べきことを行なわなかったために生じた悪い結果が事故
であります。この意味においてこの演題はわたくしには
よくわからないのであります。結局は「医療事故につい
て」ということと同様で、あります。
さて，それでは範囲が広すぎますので本日は，最近の
医療事故紛争の動向について，わたくしの実際に取扱っ
ている事件を中心にして事例をあげつつお話したいと考
えます。そして時聞がありますならば，医療事故紛争の
対策についてもお話したいと思います。
(損害賠償金額の高額化，診療契約違反訴訟と過失の
一応の推定，紛争発生の際にとるべき態度，医師会の役
割〉
